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1 Stataの概要

1.1 Stataとは？

• 主に経済学、社会学、政治学、医学（臨床疫学）、疫学の分野で用い
られる統計パッケージである。

– 経済学では Rと並んで最も広く利用されている。

パッケージ名

有償 MATLAB, GAUSS, SAS, Stata, SPSS, EViews,...

無償 R, Python,...
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1.2 Stataの主な機能

• データマネージメント
• 統計分析
• 図表作成
• シミュレーション
• プログラミング
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1.3 Stataの利点

1. データの構築から分析までの作業を一貫して実行できる。

• データの集約・加工、複数のデータファイルの統合等の機能が
充実している（SASも同様）。

2. ネット上で公開されているプログラム（コマンド）を組み込むこと

により最新の分析手法にも対応できる。

• ユーザーコミュニティーが活発で、ユーザー自身が開発したコ
マンドを無償で利用できる（Rも同様）。

3. 機能が豊富でオンラインマニュアル（英文）が充実している。
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1.5 起動画面（イメージ）
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2 Stataによる回帰分析：フィリップス曲線の

推定

2.1 諸注意

• 一連の作業を doファイルでプログラム化すると、いくつものコマ

ンドをまとめて実行するのに便利である。

• 主要なコマンドを一通り解説すべきだが、時間を節約するため do

ファイル“phillips.do”を事前配布する。

– この doファイルを今後の講義・宿題でテンプレートとして利

用してよい。

– 将来より高度な分析が必要となった際は、その都度自習して知

識を補ってほしい。

2022年 9月 12日 7



経済統計学講義ノート No.10 担当：蛭川雅之

2.2 Doファイル“phillips.do”実行の手順

1. Doファイル“phillips.do”およびデータファイル“phillips.csv”

を同じディレクトリに保存する。

2. 起動画面から

ウィンドウ (W) → doファイルエディタ

→ 新規 doファイルエディタ

を選択し、“phillips.do”を doファイルエディタ上で開く。

• 2行目
cd D:\teaching\stata\simple reg

のディレクトリ（“D:\...”の部分）を 1.で指定したディレク

トリに書き換える。
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3. Doファイルエディタ上で

ツール (T) → 実行 (do)

を選択し、doファイル全体を実行する。

• Doファイルの一部のみを実行する場合は、対象となる部分を

反転させてからctrl+Dを同時に押せばよい。

4. 推定結果が 1. で指定したディレクトリにテキストファイル

（“phillips.txt”）の形式で保存される。
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2.3 推定結果の解読方法【直線モデル】
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